
吉
田
修
作
先
生
を
送
る
言
葉

上

田

修

吉
田
修
作
先
生
は
、
一
九
九
〇
年
四
月
に
福
岡
女
学
院
大
学
人
文
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
、
一
九
九
四
年
度
福
岡
女
学
院
大

学
人
文
学
部
助
教
授
、
一
九
九
九
年
度
に
は
福
岡
女
学
院
大
学
人
文
学
部
教
授
と
な
ら
れ
、
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
二
十
五
年
に
わ
た

り
人
文
学
部
専
任
教
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
度
お
よ
び
二
〇
一
七
年
度
は
、
準
専
任
教
授
と
し
て
教
育
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
吉
田
先
生
が
着
任
さ
れ
て
し
ば
ら
く
は
、
福
岡
女
学
院
大
学
は
小
郡
市
に
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
日
佐
キ
ャ
ン

パ
ス
の
福
岡
女
学
院
短
期
大
学
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
吉
田
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
大
学
が
日
佐
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
っ
た
後
の
こ

と
、
そ
し
て
実
際
に
会
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
先
生
と
一
緒
に
二
〇
一
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
言
語
芸
術
学
科
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
プ
ラ
ン
を
立
て
始
め
た
二
〇
一
一
年
頃
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
吉
田
先
生
と
は
大
変
濃
い
時
間

を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
吉
田
先
生
は
私
に
と
っ
て
、
公
務
や
研
究
を
離
れ
た
部
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
数
少
な
い
方
の
一
人
で
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
際
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
下
調
べ
で
先
生
と
一
緒
に
奄
美
大
島
へ
行
く
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
奄
美
大
島
は
、
先
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
本
領
が
発
揮
で
き
る
土
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
下
調
べ
に
行
っ
た
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皆
が
好
き
な
黒
糖
酒
の
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
中
は
、
自
然
の
中
を
歩
き
、
研
修
候
補
地
を
訪
ね
、
調
査
し
、
夜
は
、

飲
み
、
奄
美
サ
ン
シ
ン
に
合
わ
せ
て
踊
り
、
歌
う
、
そ
ん
な
数
日
間
で
し
た
。
吉
田
先
生
が
楽
し
い
お
酒
を
飲
ま
れ
る
方
だ
と
知
っ
た

の
は
こ
の
時
で
す
。

私
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
日
課
と
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
奄
美
へ
も
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
、
時
間
を
見
つ
け
て
走
っ
た
の
で
す
が
、

三
日
目
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
私
が
着
替
え
て
準
備
運
動
を
し
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
「
上
田
先
生
」
と
声
が
し
た
の
で
振
り
返
る
と
、

運
動
着
姿
の
吉
田
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
が
お
好
き
な
の
だ
と
知
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。
先
生
と
一
緒
に
加

計
呂
麻
の
海
を
見
な
が
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
時
に
感
じ
た
あ
の
緩
や
か
な
時
間
の
流
れ
は
、
一
生
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
本
学
で
の
学
務
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
吉
田
先
生
は
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
長
に
、
ま
た
、

大
学
が
日
佐
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
二
〇
〇
四
年
度
ま
で
は
福
岡
女
学
院
大
学
人
文
学
部
現
代
文
化
学
科
長
と

し
て
責
務
を
は
た
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
度
、
福
岡
女
学
院
大
学
人
文
学
部
長
と
な
ら
れ
、
二
〇
一
四
年
度
ま
で
の
十

年
間
学
部
全
体
の
教
育
・
運
営
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
重
責
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
公
平
無
私
な
姿
勢
と
相
ま
っ
て
、
日

本
文
化
学
科
長
、
現
代
文
化
学
科
長
さ
ら
に
人
文
学
部
長
と
し
て
他
教
職
員
か
ら
絶
大
な
る
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
吉
田
学

部
長
の
采
配
に
お
け
る
懐
の
深
さ
に
幾
度
と
な
く
救
わ
れ
る
思
い
を
し
ま
し
た
。

教
育
活
動
と
し
て
は
、
ご
専
門
の
日
本
古
代
文
学
・
民
俗
学
関
連
科
目
に
加
え
て
、
一
年
生
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
二
年
生
か
ら
四
年

生
ま
で
の
ゼ
ミ
を
毎
年
担
当
さ
れ
、
行
き
届
い
た
指
導
と
ケ
ア
に
よ
り
、
学
生
か
ら
も
厚
い
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
文

化
学
科
お
よ
び
現
代
文
化
学
科
で
の
「
国
語
科
教
育
法
Ⅲ
、
Ⅳ
」
を
担
当
さ
れ
、
教
員
養
成
（
国
語
）
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
活
動
に
お
い
て
は
、
上
代
文
学
会
・
古
代
文
学
会
・
芸
能
学
会
・
万
葉
学
会
・
日
本
民
俗
学
会
・
日
本
文
学
協
会
・
全
国
大
学

国
語
国
文
学
会
な
ど
に
属
し
、こ
れ
ま
で
多
く
の
著
書
・
論
文
を
執
筆
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、小
郡
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

筑
前
町
町
史
編
纂
委
員
・
筑
前
町
町
史
刊
行
委
員
・
春
日
市
文
化
財
専
門
委
員
と
し
て
も
活
動
さ
れ
、
地
域
へ
の
貢
献
も
続
け
て
お
ら
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れ
ま
す
。

吉
田
修
作
先
生
、
長
い
間
福
岡
女
学
院
大
学
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
の
ご
多
幸
と

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

吉田修作先生を送る言葉（上田）
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